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　3年前、友人が引っ越し先の事情で犬を飼い続けることができなくなり、わが家で高齢犬を迎えることになりました。初
めは寂しそうに窓の外を眺めることが多く、新しい環境に慣れられるだろうかと心配していましたが、家族みんなで見守る
中で少しずつ安心した表情を見せるようになり、今ではすっかりわが家の一員です。
　高齢犬ですが食欲は旺盛で、毎日元気に過ごしています。一方で長い散歩は難しくなったため、体調に合わせて近所
をゆっくり歩いています。仕事から帰宅すると、尻尾を大きく振って迎えてくれる姿に、毎日癒やされています。
　また、前の飼い主さんも時々会いに来てくださり、再会を喜ぶ様子を見るたびに、大切に育てられ
てきたことが伝わってきます。
　高齢犬を迎えたことで、年を重ねても安心して暮らせる居場所の大切さを改めて感じました。慣れ
ない環境に戸惑いながらも、少しずつ落ち着きを取り戻し、穏やかに過ごす姿は、安心できる環境と
温かく見守る存在の大切さを教えてくれます。
　この経験を通して、私たちが日々の介護で大切にしている「その人らしく安心して暮らせる支援」に
ついて、改めて考えるきっかけとなりました。

職 員 エ ッ セ イ
介護職員　市川晴子養護老人ホーム若草苑

　6月12日（金）のチューター育成研修
では、理事長・常務理事との座談会を
開催しました。
　座談会では日頃の業務で感じてい
ることなどに加え、「法人・施設への要
望」をテーマに意見交換を行いました。
参加した職員からは、職場環境や働き
やすさについて率直な意見や提案が
出され、活発な交流の場となりました。

研修報告

　5月から7月にかけて、下記の研修を開催しました。

理事長・常務理事との座談会

5月21日（木）・22日（金）

5月26日（火）

6月4日（木）、7月3日（金）

6月12日（金）

7月1日（水）

7月17日（金）

管理職研修

介護技術スキルアップ研修

管理職スキルアップ研修

チューター育成研修

新卒フォロー研修

初任管理者基礎研修

令和8年4月～6月（敬称略、順不同）支えていただいた方々

ボランティア
じっくり傾聴チーム

とよた苑

ボランティア
藤井玲子
中條ひとみ
荒川さつき
毛受秀子
中條厚子
市川貴代美

保見の里

ボランティア
ショーワサウンズ

若草苑

ボランティア
酒井カイロプラクティック
組紐教室 林先生 小林先生

春日苑

ボランティア
かきつばた
ギター愛好会
春夏秋冬
どんぐりハーモニー
オカリナ嚶鳴
月奈会

大府の郷 ボランティア
中條ひとみ
中條厚子
市川貴代美
毛受秀子
荒川さつき
藤井玲子
家族会役員
昭和サウンズ
昭和ミニバンド
梅ちゃんバンド

第2とよた苑

ボランティア
立山哲男
風間公一
安藤八栄美
小平嘉津子
稲谷珠江

ワーカー鷹来

ボランティア
美里地区民生委員
傾聴ボランティア
トヨタプロボノ
楠本学

サンホーム豊田春緑苑

寄付金
三大寺秀人
松岡峰雄
ボランティア
一ノ谷君子
赤坂千秋
近藤登美子
前川実香
渡辺由加
松浦豊子
保坂光枝
羽澄里美
加藤弥兵
丸地巴
渡辺美由紀
篠田映子

山崎ゆき子
𠮷田ひろ子
奥村優子
小林マサコ
西口昭雄
HABクラブ
〇の音
岩本朱美
高田和子
小沢文枝
プレジール・アコ
KSGバンド
春日野部屋
派遣アーティスト
詩吟慰問

五平餅を
味わいました

夏のひととき、
みんなで

マンドリンアンサンブルけやき
鈴木一管
にっこにこ
祭り火
ひだまりウクレレさんぽ
BONダンス
ポコ ア ポコ
ブルーハワイアンズ
柏会
かすみ草
アンサンブルMR
グランマゆき

福安かずゑ
尾﨑和子
音楽クラブ
大嶋勉
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生活介護事業開始に向けて　改修工事がスタート！

TOP ICS !

　ワーカー鷹来では、令和9年4月から生活介護事業を開始するため、
施設の改修工事が始まりました。
　現在、ワーカー鷹来では就労継続支援B型事業を運営しています
が、新たに生活介護事業を開始することで、多様なニーズに応えられる
事業所を目指します。
　今回の改修では、利用者さんがより安全・安心に過ごせる環境を整
備するとともに、生活介護事業に必要な設備を充実させていきます。
　工事期間中は安全に十分配慮しながら進め、令和9年4月の事業開
始に向けて準備を進めてまいります。

ショートステイ開設に向けて 地鎮祭を執り行いました

　保見の里では、ショートステイ事業の開始に向けた増改築工
事に先立ち、7月28日（火）、地鎮祭を執り行いました。
　当日は、工事関係者や法人役職員が参列し、工事の安全と施
設の発展を祈願しました。厳かな雰囲気の中で神事が執り行わ
れ、いよいよ工事が始まることへの期待が高まりました。
　今回の増改築により、新たにショートステイ事業を開始し、地
域の皆さまのさまざまなニーズに応えられる施設を目指してまい
ります。完成後は、利用者さんやご家族が安心して利用できる環
境を整え、地域福祉のさらなる充実に努めてまいります。

全国障害者スポーツ大会
フライングディスク競技 愛知県代表に選出！

　就労継続支援B型事業所「ワーカー鷹来」を利用されている荻原さんが、令和8年度全国障害者スポーツ大会（青の煌めきあ
おもり障スポ2026）フライングディスク競技の愛知県代表選手に選出されました。
　荻原さんは、日頃から競技練習に真摯に取り組み、着実に実力を積み重ねて
きました。その努力が実を結び、このたび愛知県代表という素晴らしい結果につ
ながりました。
　全国大会では、愛知県代表として全国の選手たちと競い合います。日頃の練
習の成果を十分に発揮し、思い切りプレーしていただきたいと思います。
ワーカー鷹来の利用者・職員一同、荻原さんの活躍を心から応援しています。全
国の舞台での健闘を期待しています！

春緑苑
楽しい腹話術に笑顔いっぱい！

第 2 春緑苑
織姫・彦星と笑顔でハイ、チーズ！

とよた苑
力を合わせてスイカ割に挑戦！

第 2 とよた苑
インスタ風フォトスポットで記念撮影♪

サンホーム豊田
願い事が叶うといいな！

さくら保育園
七夕のお話に興味津々！

さくら第 2 保育園
七夕の思い出を記念の一枚に

若草苑
夏の風物詩、流しそうめんを満喫♪

春日苑
流れてくるそうめんを上手にキャッチ！

保見の里
見た目もかわいい七夕の和菓子♪

大府の郷
みんなの願いが叶いますように

七 夕 会
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○福祉の仕事に就こうと思ったきっかけを
　教えてください。
　幼い頃、聴覚障がいのある大叔父と一緒に暮らし、母が手
話通訳士として働く姿を身近で見て育ちました。その経験
から、私も障がいのある方一人ひとりに寄り添い、その人ら
しい生活を支えたいと思い、福祉の仕事を志しました。

○仕事のやりがいを教えてください。
　サービス管理責任者として、利用者さんへの支援をはじ
め、企業との連携や保護者との面談など幅広い業務に携
わっています。事業所全体を見渡しながら、広い視野で仕
事ができることにやりがいを感じています。

○仕事での成功談を教えてください。
　利用者さんが苦手だった作業を、治具を工夫したり、教え
方や声掛けを見直したりすることで、「できない」が「でき
た」に変わったことです。一人ひとりに合った支援を考え、

それが利用者さんの力につながったときは、大きな達成感
を感じます。

○所属施設のアピールポイントを教えてください。
　ワーカー鷹来は、利用者さんも職員も明るく、笑顔あふれ
る事業所です。さまざまな作業を通して、一人ひとりの得意
なことや個性を生か
した支援を行ってい
ます。来年4月からは
生活介護事業もス
タートし、さらに幅広
いニーズに応えられ
る事業所になります。

○趣味や休日の過ごし方を教えてください。
　趣味は漫画を読むことです。普段は電子書籍が中心です
が、お気に入りは紙で集めて本棚に並べています。最近の
おすすめは『チ。』『蝉法師』『薫る花は凛と咲く』『うるわし
の宵の月』です。

○将来の夢や今後の目標を教えてください。
　定年後も新たな資格取得や事業所の立ち上げに挑戦する
母の姿に影響を受け、私も生涯学び続け、挑戦し続ける人
でありたいと思っています。これからも利用者さん一人ひ
とりに寄り添い、地域で安心して暮らせる環境づくりに貢
献していきたいです。

ワーカー鷹来

サービス管理責任者　大橋　愛さん

Interview
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おおはし　あい

「強度行動障害」をご存知ですか？

　強度行動障害とは自傷や他害、物を壊す、大声を出すなど
の行動が高い頻度で見られ、本人や周囲の生活に大きな影
響が生じている状態です。
　強度行動障害支援における「中核的人材養成研修」は、地
域や事業所で支援の中核を担う人材を育成する研修です。
私は初年度受講者として全国約40名とともに全5回の研修
に参加し、支援の考え方や中核的人材としての役割を学び
ました。

中核的人材としての役割、今後の展望

　強度行動障害の状態にある方の「困った行動」は、「困って
いるサイン」と捉える視点が重要です。行動だけを見るので
はなく、その背景にある不安や苦手さ、環境とのミスマッチ※

を丁寧にアセスメントし、一人ひとりの特性に合わせた支援
を行うことを大切にしていきます。
　今後は研修で得た学びを施設内
で共有し、利用者さん一人ひとりが
安心して自分らしく暮らせる支援
と、職員の支援力向上につなげてい
きたいと考えています。
※ 環境とのミスマッチとは
　本人の特性と周囲の関わり方や環境が合っていない状態です。
　例えば、言葉だけでは伝わりにくい方には、写真やイラストなど本人が
　理解しやすい方法で伝えることが大切です。

を受講してを受講して

研修での学び
背景にある「困りごと」に寄り添うアセスメント

　研修では、職員への助言やOJT、関係機関との連携な
ど、中核的人材に求められる役割についても学びました。
最終日は大阪で開催され、グループ代表として事例発表を
行いました。

強度行動障害における

「中核的人材養成研修」「中核的人材養成研修」

氷山モデルとは？
氷山モデルは、表面に見える行動（氷山の一角）の下には、様々な要因（氷
山の大部分）が隠れているという考え方です。
大切な視点
行動そのものだけでなく、その背景にある「困りごと」や「伝えたい気持
ち」に目を向けることが、一人ひとりに合った支援につながります。

行動の背景を考えるための視点

こだわり
かんしゃく
パニック
問題行動

本性の特性

感覚の特異性
社会性

発達の度合い
過去の記憶

環境・状況

体調
天気

様々な刺激
習慣の変化

ストレス・不安・苦痛

etc.. .

サンホーム豊田
生活支援員　課長

坪井 高士
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サンホーム豊田
生活支援員　課長

坪井 高士
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　6月17日（水）、運動会を開催しました。
　拍手で気持ちを高め、どのチームも気合十分。競技は玉入れ、大玉転
がし、職員対抗リレー、ゼリー取り競争を行いました。
　競技が始まると、利用者さんは真剣な表情で参加され、「早く！」「こっ
ち！」「がんばれ！」と応援の声が飛び交い、会場は大いに盛り上がりまし
た。職員対抗リレーでは、普段ケアを担当している職員が全力で走る姿
に、笑顔や声援が送られました。
　最後は、お待ちかねのゼリー取り競争です。取ったゼリーは運動会後
のおやつとしていただくため、「どの味にしようかな？」「ぶどう味がいいか
な？」と楽しそうに選ばれる姿が見られ、笑顔あふれる一日となりました。

笑顔と声援あふれる運動会

特別養護老人ホーム第2春緑苑

　7月2日（木）、春日野部屋の力士の皆さんが春緑苑を訪問してく
ださいました。
　間近で見る力士の迫力に、利用者の皆様は大興奮。今年は質問
コーナーに加え、美しい歌声による「相撲甚句（すもうじんく）」も披
露され、「もっと歌って！」という声が上がるほど会場は大盛り上がり
でした。
　さらに、介護職員と力士による取組も行われ、力士の圧倒的な力
強さに歓声と笑い声が響き渡りました。
　利用者の皆様も手拍子をしたり、満面の笑顔で熱い声援を送ら
れたりと、大いに楽しまれ、元気をたくさんいただいた特別な一日と
なりました。

美しい歌声と迫力に大興奮！ 力士訪問

特別養護老人ホーム春緑苑

　豊田市御船町にある「ストロベリーパークみふね」で、いちご狩りを
楽しみました。
　「生のフルーツが食べたい」という利用者さんの声をきっかけに企
画した外出で、出発前には「50個くらい食べて帰ってくるわ！」と意気
込む利用者さんもおられるほど、皆さん楽しみにしておられました。
　農園では4種類のいちごを食べ比べながら、「このいちごは赤くて
大きいね」「この種類は甘いね」と会話を弾ませ、おいしそうに味わっ
ていました。
　帰り道には、「1年分のいちごを食べた」「いちごは当分いらないか
な」と満足そうな、笑顔で話しておられました。

いちご狩りに出かけました

若草苑

大きな手と温かな笑顔に、
元気をいただきました

　初夏の爽やかな風が心地よい中、外出レクリエー
ションで「刈谷ハイウェイオアシス」へ出かけました。
　園内をゆっくり散策しながら、ひまわりやアジサイが
咲き誇る季節の景色を楽しみ、「天気が良くて気持ち
いいね」「久しぶりの外出だね」と、皆さん自然と笑顔に
なられていました。
　昼食はそれぞれお好みのメニューを選び、おいしそう
に召し上がっていました。「とてもおいしかった」「また
来たいね」といった声も聞かれ、笑顔あふれる楽しいひ
とときとなりました。

季節の景色に大満足♪

特別養護老人ホーム とよた苑

　今年度は、利用者さんの夢を叶える外出を実施するた
め、事前にアンケートで伺った希望に沿って外出を計画し
ています。「お寿司が食べたい」「服を買いに行きたい」など
の希望に合わせ、複数名ずつ外出を行い、5月は「徳兵
衛」、6月は「サガミ」で外食を楽しみました。
　「どれもおいしそうだね」と選んだ食事が運ばれてくると、
「ごちそうだね！」と目を輝かせながら、いつも以上の食欲でおいしそうに召し上がっておられました。
　また、6月は「アピタ高蔵寺」へ買い物にも出かけ、お気に入りの服や羽織を購入。「いい服が買えた」と
大満足の様子で、施設に戻ると早速披露してくださいました。
　今後も利用者さん一人ひとりの願いに寄り添い、笑顔あふれるグループホームを目指していきます。

夢を叶える外出レク

グループホーム春緑苑

　昨年はあっという間に梅雨が明けましたが、今年は梅雨らし
い、ジメジメとした天気が続きました。
　湿度が高い日は足と床の摩擦が強くなるため、利用者さんは
足元を確認しながら慎重に歩かれることが多くなります。そんな時
こそ、レクリエーションで気分転換！「雨上がりの虹ゲーム」では大
きな虹を作り、「七夕会」では笹飾りに願い事を書いた短冊を結
びました。
　気持ちも目線も上向きになる楽しい時間を過ごされ、「ここに
来ると、本当に気持ちが明るくなるわ！」とうれしい声もたくさん聞
かれました。

梅雨のジメジメを吹き飛ばそう！

とよた苑デイサービスセンター大好きなお寿司を食べに来ました♪

梅雨にちなんだゲームで気分転換♪

お
花
が
と
っ
て
も
き
れ
い
で
す
！

お買い物！何を買おうかな

笑い声や声援が飛び交う楽しい時間でした♪

迫力のある取組でした！

採れたていちごをおいしくいただきました♪
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　5月30日（土）、ショートステイで食事レクリエーションを行いました。

バーベキューコンロで炭をおこし、焼きおにぎりを焼きました。利用者さんにはおにぎりを

握っていただきましたが、待ちきれなかったのか、焼く前にそのまま食べてしまう

という微笑ましいハプニングも。「これ、味がねーぞ！」と笑顔で場を盛り上げてく

ださり、和やかな雰囲気に包まれました。

　おやつには焼きカントリーマアムと焼きマシュマロを提供。「食べたことなかっ

たけど、とろっとしておいしい」と好評で、皆さんに喜んでいただけたようでした。

　毎年恒例となっている炭火での食事レクリエーション。今年も笑顔あふれるひ

とときとなり、来年の開催も今から楽しみです。

みんなで楽しむ炭火ごはん

特別養護老人ホーム第2とよた苑

　6月12日（金）、梅ジュース作りを行いました。

　梅は職員から寄附していただいたものを使用し、一つひとつ丁寧

に洗いました。ヘタは職員が取り、利用者さんには梅の水気を拭き

取っていただきました。皆さん慣れた手つきで作業を進められ、「昔、

家でも作っていたよ」と懐かしそうに話してくださいました。

　最後に梅と氷砂糖を瓶に入れて蓋をし、仕込みは完了。毎日、職員

と一緒に瓶を振りながら、出来上がりを楽しみに待っています。

　完成は8月中旬頃の予定です。おいしい梅ジュースができる日を、

利用者さんも職員も心待ちにしています。

おいしくなあれ！梅ジュース作り

特別養護老人ホーム保見の里

　春の陽気に包まれた5月、バーベキュー会を開催しました。

　愛知県のブランド牛である「みかわ牛」をはじめ、焼きそばや

ソーセージ、お野菜などの定番メニューを炭火でじっくり焼き上

げました。

　お肉を焼く香ばしい香りに食欲をそそられ、「あれ？なんの匂い？」

「おいしそうな香りだね」とワクワクしながら待ち望む皆さん。料理を

お配りすると、「おかわりちょうだい」「もっとお肉が欲しい」とあちこ

ちから声が上がるほどの大盛況となりました。

　おいしい食事と春の心地よさを感じられた贅沢なひとときでした。

炭火の香りに笑顔いっぱい！

特別養護老人ホーム大府の郷

　5月20日（水）、衣類販売会を開催しました。

　会場にはさまざまな衣類が並び、利用者さんは職員と相談しながらお気に入

りの一着を探されていました。

　「この柄いいね」「このキャラクターかわいいね」と、楽しそうに服を選ばれ、ど

れにしようかとコーディネートに迷う利用者さんの姿も見られました。

　会場は終始和やかな雰囲気に包まれ、購入後には「これ買ったよ！」と笑顔で

見せてくださる利用者さんも。おしゃれを楽しみながら、笑顔あふれるひとときと

なりました。

衣類販売会でお買い物気分♪

春日苑

　利用者さんが描いた「夏の交通安全ポスター」が完成しました。今回で2回

目の制作となります。

　このポスターは、春日井タクシーさんのご協力のもと、事業所内に掲

示していただく予定です。一枚一枚に「事故のない安全な夏になりま

すように」という願いを込めて制作しました。

　ドライバーの皆様の癒やしとなり、安全運転につながれば幸いです。

ご協力いただいた春日井タクシーの皆様、ありがとうございました。

　また、秋に開催予定の春日井まつりでは、春日井タクシーさんのブー

スで作品を展示していただく予定です。

夏の交通安全ポスターを制作しました！

ワーカー鷹来

　鞍ヶ池公園で開催された「Happy Park in 鞍ヶ池公園」のマルシェに出店しました。
　当日は、利用者の皆さんが心を込めて制作した紙すき製品をはじめ、春日井市産の
サボテンも多くのお客様にご購入いただき、大変好評でした。
　会場では、利用者の皆さんが元気いっぱいに「いらっしゃいませ！」と呼び込みをし
たり、笑顔で接客をしたりと、来場された方 と々の交流を楽しんでいました。
　最近では、出店のたびに「以前購入した作品を今も大切に使っています」といった感
想をいただいたり、作品をリメイクして使ってくださっている様子を見せていただいたり
する機会も増えています。こうした温かいやり取りを通して、地域とのつながりが少しず
つ広がっていることを実感しています。
　これからも地域の皆さまとの交流を大切にしながら、利用者の皆さんの活躍の場を
広げていけるよう、積極的にイベントへ参加してまいります。

Happy Park in 鞍ヶ池公園

サンホーム豊田 作
品
を
販
売
し
ま
し
た
！

スタッフもおいしく
いただきました♪

と
っ
て
も
お
い
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できた～！完成が楽しみ！

一つひとつ丁寧に水気を拭きます

お気に入りの一着を一緒に探しました

交通安全への意識を高めましょう！
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特別養護老人ホーム第2とよた苑
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春日苑
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できた～！完成が楽しみ！

一つひとつ丁寧に水気を拭きます

お気に入りの一着を一緒に探しました

交通安全への意識を高めましょう！
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　7月14日（火）、年少組が2回目のプール

遊びを楽しみました。

　プール開きの日から毎日、「明日はプー

ルある？」「水着持ってきたよ！先生見てみ

て！」と、プールの日を心待ちにしていた子

どもたち。待ちに待った当日は、水に入る

と「冷たい！」と驚きながらも、すぐに水の

気持ちよさを感じ、友だちや保育者と水を

掛け合ったり、動物になりきって泳いだり

と夢中になって遊んでいました。

　暑い夏も笑顔いっぱいで過ごせるよう、

これからも水遊びをたくさん取り入れなが

ら、夏ならではの遊びを楽しんでいきたい

と思います。

今年もいっぱい遊ぶぞ～！

さくら保育園

　保育園では5月から野菜作りを行っています。今年も

子どもたちと「どんな野菜を育てたいかな？」と話し合い、

各クラスで育てる野菜を決めて、苗植えや水やりに挑戦

しました。

　最初は「この野菜は苦手かも…」と話していた子もい

ましたが、毎朝当番で「大きくなーれ！」と声をかけながら

水やりを続け、実がなると「先生、できたよ！」とうれしそう

に教えてくれます。園庭に出ると、砂遊びより先にプラン

ターの野菜を見に行く子どもたちの姿も見られました。

　初めて収穫した野菜は、調理員さんに調理してもら

い、給食でおいしくいただきました。自分たちで育てた野

菜は特別だったようで、「おいしい！」と笑顔で味わう子

どもたち。野菜を育てる楽しさや食べる喜びを感じなが

ら、これからも元気いっぱい成長してくれることを願って

います。

たくさん食べてすくすく大きくなってね！

さくら第2保育園

今
年
も
い
っ
ぱ
い
遊
ぶ
ぞ
〜
♪

さくら保育園／さくら第2保育園

~子どもたちの優しさと成長があふれる日常のひとこま~

パンツ貸そうか？
　今年度はじめてのプール遊びに年長組の子どもたちは朝からワクワクしていまし
た。まずは保育者と共にプールの中を歩いたり、動物になりきったりといろいろな
遊びを楽しんでいました。
　そして登場したのは水鉄砲！保育者から手渡されると早速園庭に向けて発射！
そのうちにプールの様子をみていた保育者にみんなで集中噴射が始まり、全身ず
ぶ濡れになってしまいました。
　水遊びが終わった後、一人の男の子が「大丈夫？僕のパンツ貸してあげよう
か？」と優しく声をかけてくれました。
子どもの素直な優しさに触れ、ほっこりしたお話でした。

弟への決意
　4月に年長組になったMくんは、1歳児クラスに入園した弟のAくんと一緒に保育園へ通え
ることを楽しみにしていました。
　初めての保育園生活で毎日泣いていたAくんを心配し、Mくんは「Aは？」「泣いてる？」「オ
レ行かなくていい？」と保育士に尋ねます。Aくんのクラスをのぞいては、「オレがいたら泣かな
いよ」と優しく抱っこをしてあやす姿は、頼もしいお兄ちゃんそのものでした。
　ある日、大好きなおもちゃで友だちと遊んでいたMくんは、Aくんが泣いていることを聞きま
した。遊びたい気持ちと弟のもとへ行きたい気持ちの間で悩みながらも、「オレはAのためな
ら何でもする！」と力強く言い、Aくんのもとへ駆け寄って「A～」と優しく抱きしめる姿に、弟を
思う深い愛情があふれていました。
　まだ5歳のMくんが見せてくれた弟への優しさと頼もしさに、保育士一同、心が温かくなっ
た出来事でした。

よしよし 大丈夫だよ
　保護者の方のお仕事の都合でお帰りが遅くなる女の子がいます。その日も遅く
なるとのことで、事務所で保育者と遊んで待っていた時の事です。外がだんだん
暗くなってくると、窓を覗いて「もう暗くなってきたね。」「お友だちみんな帰っちゃっ
たね。」と少し寂しそうな様子で呟きました。
　保育者が「さみしいね、先生と待っていようね。」「すぐにお迎えが来るからね。」
と声をかけると「私は大丈夫だよ！先生、よしよし」と頭を撫でてくれたのです！
　そのまっすぐな気持ちが嬉しく、心温まりました。

たくさん食べて大きくなってね野菜ができた～♪

冷たくて気持ちいい！プール遊び楽しいね！

大きくな～れ！
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　3年前、友人が引っ越し先の事情で犬を飼い続けることができなくなり、わが家で高齢犬を迎えることになりました。初
めは寂しそうに窓の外を眺めることが多く、新しい環境に慣れられるだろうかと心配していましたが、家族みんなで見守る
中で少しずつ安心した表情を見せるようになり、今ではすっかりわが家の一員です。
　高齢犬ですが食欲は旺盛で、毎日元気に過ごしています。一方で長い散歩は難しくなったため、体調に合わせて近所
をゆっくり歩いています。仕事から帰宅すると、尻尾を大きく振って迎えてくれる姿に、毎日癒やされています。
　また、前の飼い主さんも時々会いに来てくださり、再会を喜ぶ様子を見るたびに、大切に育てられ
てきたことが伝わってきます。
　高齢犬を迎えたことで、年を重ねても安心して暮らせる居場所の大切さを改めて感じました。慣れ
ない環境に戸惑いながらも、少しずつ落ち着きを取り戻し、穏やかに過ごす姿は、安心できる環境と
温かく見守る存在の大切さを教えてくれます。
　この経験を通して、私たちが日々の介護で大切にしている「その人らしく安心して暮らせる支援」に
ついて、改めて考えるきっかけとなりました。

職 員 エ ッ セ イ
介護職員　市川晴子養護老人ホーム若草苑

　6月12日（金）のチューター育成研修
では、理事長・常務理事との座談会を
開催しました。
　座談会では日頃の業務で感じてい
ることなどに加え、「法人・施設への要
望」をテーマに意見交換を行いました。
参加した職員からは、職場環境や働き
やすさについて率直な意見や提案が
出され、活発な交流の場となりました。

研修報告

　5月から7月にかけて、下記の研修を開催しました。

理事長・常務理事との座談会

5月21日（木）・22日（金）

5月26日（火）

6月4日（木）、7月3日（金）

6月12日（金）

7月1日（水）

7月17日（金）

管理職研修

介護技術スキルアップ研修

管理職スキルアップ研修

チューター育成研修

新卒フォロー研修

初任管理者基礎研修

令和8年4月～6月（敬称略、順不同）支えていただいた方々

ボランティア
じっくり傾聴チーム

とよた苑

ボランティア
藤井玲子
中條ひとみ
荒川さつき
毛受秀子
中條厚子
市川貴代美

保見の里

ボランティア
ショーワサウンズ

若草苑

ボランティア
酒井カイロプラクティック
組紐教室 林先生 小林先生

春日苑

ボランティア
かきつばた
ギター愛好会
春夏秋冬
どんぐりハーモニー
オカリナ嚶鳴
月奈会

大府の郷 ボランティア
中條ひとみ
中條厚子
市川貴代美
毛受秀子
荒川さつき
藤井玲子
家族会役員
昭和サウンズ
昭和ミニバンド
梅ちゃんバンド

第2とよた苑

ボランティア
立山哲男
風間公一
安藤八栄美
小平嘉津子
稲谷珠江

ワーカー鷹来

ボランティア
美里地区民生委員
傾聴ボランティア
トヨタプロボノ
楠本学

サンホーム豊田春緑苑

寄付金
三大寺秀人
松岡峰雄
ボランティア
一ノ谷君子
赤坂千秋
近藤登美子
前川実香
渡辺由加
松浦豊子
保坂光枝
羽澄里美
加藤弥兵
丸地巴
渡辺美由紀
篠田映子

山崎ゆき子
𠮷田ひろ子
奥村優子
小林マサコ
西口昭雄
HABクラブ
〇の音
岩本朱美
高田和子
小沢文枝
プレジール・アコ
KSGバンド
春日野部屋
派遣アーティスト
詩吟慰問

五平餅を
味わいました

夏のひととき、
みんなで

マンドリンアンサンブルけやき
鈴木一管
にっこにこ
祭り火
ひだまりウクレレさんぽ
BONダンス
ポコ ア ポコ
ブルーハワイアンズ
柏会
かすみ草
アンサンブルMR
グランマゆき

福安かずゑ
尾﨑和子
音楽クラブ
大嶋勉


